
 

  

 

 

      
    

月  
日
㈯
、  

日
㈰
に 

わ
た
り
「な
か
て
は
ら
夏
祭
り
」 

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

夕
闇
が
迫
る  

時
頃
、
色
と
り 

ど
り
の
提
灯
に
飾
ら
れ
た
二
丁 

目
公
園
に
は
す
で
に
多
く
の
人 

が
集
ま
り
、
盆
踊
り
の
開
始
を 

今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
ま 

し
た
。
会
場
に
は
恒
例
と
な
っ 

た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
わ
た
が 

し
、
か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど 

の
販
売
、
マ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ 

る
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
拾
い
や
輪 

投
げ
、
第
２
ど
ん
ぐ
り
学
童
に 

よ
る
ゲ
ー
ム
や
く
じ
引
き
な
ど 

の
夜
店
が
並
び
、
来
場
者
を
賑 

や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
    

の
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン 

ト
で
あ
る
盆
踊
り
が
始
ま
る
と
、 

飛
び
入
り
参
加
の
踊
り
手
た
ち 

も
輪
に
加
わ
り
熱
気
は
最
高
潮
。 

今
年
は
演
目
に
「
マ
ツ
ケ
ン
サ 

ン
バ
」
が
加
わ
り
、
大
人
も
子 

ど
も
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し 

く
真
剣
に
踊
る
様
子
が
印
象
的 

で
し
た
。
時
間
を
追
う
ご
と
に 

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
盆
踊
り 

は
、
両
日
終
了
時
間
の  

時  
 

分
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

方
、  

日
の
朝
に
予
定 

さ
れ
て
い
た
山
車
曳
き
は
、
当 

日
朝
発
表
さ
れ
た
熱
中
症
警
戒 

ア
ラ
ー
ト
を
受
け
、
残
念
な
が 

ら
２
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
て 

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、 

昨
年
同
様
、
山
車
に
乗
っ
て
記 

念
撮
影
が
で
き
る
場
を
設
け
、 

来
場
者
に
は
お
菓
子
を
配
布
す 

る
な
ど
の
対
応
が
な
さ
れ
ま
し 

た
。 

    

年
も
２
日
間
に
わ
た
り 

無
事
故
で
行
わ
れ
た
伝
統
の
「
な 

か
て
は
ら
夏
祭
り
」
で
し
た
が
、 

終
了
時
の
自
治
会
長
の
挨
拶
で 

は
「
年
々
厳
し
く
な
る
夏
の
暑 

さ
を
考
慮
し
て
来
年
は
時
期
を 

ず
ら
し
て
行
う
こ
と
も
検
討
し 

て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
も
。 

今
後
も
安
全
な
運
営
を
第
一
に 

し
な
が
ら
仲
手
原
の
風
物
詩
を 

守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

(

加
藤
篤
志) 
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７
月
６
日
㈰
「
横
浜
市
で
震
度
７
の

地
震
が
発
生
し
た
」
と
い
う
想
定
の
も

と
、
港
北
小
学
校
地
域
防
災
拠
点
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
９
時
過
ぎ
頃

か
ら
仲
手
原
自
治
会
ほ
か
６
自
治
会
か

ら
の
避
難
者
が
港
北
小
学
校
に
到
着
し

始
め
、
避
難
者
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。 

９
時  

分
頃
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を

使
っ
て
防
災
拠
点
と
港
北
区
役
所
と
の

交
信
が
行
わ
れ
、
拠
点
か
ら
区
役
所
に

避
難
者
数
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

斉
藤
眞
幾
男
会
長
が
拠
点
訓
練
の
開

会
を
宣
言
し
た
の
ち
、
各
自
治
会
ご
と

に
色
々
な
訓
練
を
順
に
回
っ
て
、
見
学

ま
た
は
体
験
を
し
ま
し
た
。 

①
避
難
所
テ
ン
ト
の
展
開
・収
納
訓
練 

②
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
組
立
訓
練 

③
ポ
リ
袋
に
よ
る
炊
飯
見
学 

④
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
組
立
見
学 

⑤
非
常
時
水
道
設
備
見
学 

⑥
防
災
倉
庫
見
学 

ポ
リ
袋
炊
飯
で
炊
い
た
お
米
は
、
参
加

者
に
お
持
ち
帰
り
戴
き
ま
し
た
。 

難
所
は
「地
域
防
災
拠
点
」 

と
称
す
る
小
・
中
学
校
に 

な
り
ま
す
。
港
北
区
に
は 

地
域
防
災
拠
点
が  

ヶ
所
あ
り
ま
す
が 

そ
の
環
境
は
過
酷
で
厳
し
い
も
の
に
な

る
と
想
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
横
浜
市
で

は
在
宅
避
難
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。 

自
宅
に
避
難
す
る
に
は
①
安
心
し
て

眠
れ
る
部
屋
の
確
保
と
②
物
資
の
備
蓄

で
す
。
少
な
く
て
も
３
日
分
の
飲
料
水
、

食
料
、
ト
イ
レ
パ
ッ
ク
、
消
火
器
の
備

蓄
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
必
ず
実
行
し

た
い
事
は
罹
災
証
明
用
に
被
災
箇
所
の

写
真
を
撮
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。 

３
．
『自
治
会
・
町
会
の
役
割
』 

災
害
時
地
域
に
大
き
く
貢
献
し
て
く

れ
る
の
が
、
自
治
会
・
町
会
で
す
。
自

治
会
・
町
会
々
館
は
一
時
避
難
所
に
な

り
、
初
期
消
火
や
在
宅
避
難
者
名
簿
作

成
、
支
援
物
資
、
非
常
用
物
資
、
衛
生
用

品
の
確
保
、
自
治
体
よ
り
提
供
さ
れ
る

飲
料
水
・食
料
等
の
確
保
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
災
害
時
障
害
者
で
通
常
の
避
難

施
設
で
は
生
活
困
難
な
人
へ
の
支
援
も

行
い
ま
す
。
住
民
へ
の
情
報
提
供
で
は
、

回
覧
版
の
配
布
や
掲
示
板
で
の
情
報
を

流
し
ま
す
。
災
害
時
に
頼
り
と
な
る
の

も
自
治
会
・
町
会
と
考
え 

て
く
だ
さ
い
。 (

中
村
泰
雄) 

      

９
月  

日
㈯
自
治
会
館 

に
お
い
て
、
よ
こ
は
ま
防 

災
研
修<

支
援
編>

「
地
域 

の
特
性
に
応
じ
た
基
本
的 

な
災
害
の
備
え
」
と
題
し 

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が 

わ  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
石 

田
真
実
氏
に
よ
る
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。 

１
．
『想
定
さ
れ
る
大
規
模
地
震
』 

今
後  

年
以
内
に  

～  

％
の
確
率

で
私
達
が
暮
ら
す
横
浜
市
に
も
南
海
ト

ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
建
物
の
倒

壊
、
火
災
、
土
砂
災
害
、
液
状
化
が
発

生
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
崩
壊
が
起
き

ま
す
。
そ
れ
は
電
力
、
水
道
、
ガ
ス
、
通

信
、
道
路
、
鉄
道
の
停
止
を
伴
い
実
生
活

を
困
難
に
さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。 

２
．
『在
宅
避
難
』 

横
浜
市
で
は
、
想
定
避
難
者
数
を
算

出
し
て
い
ま
す
。
港
北
区
で
は  

万
人

中  

万
人
と
し
て
い
ま
す
。
避
難
者
は

全
壊
、
全
焼
し
た
全
員
と
半
壊
、
半
焼

し
た
人
の
半
数
の
方
々
で
す
。
そ
の
避 
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毎
年
実
施
し
て
い
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
式
初
期
消
火
器
具
訓
練
は
、
２
月 

日
㈰
の
午
前
中
に
一
丁
目
で
、
午
後
は

二
丁
目
で
行
わ
れ
、
ど
ち
ら
も
約  

名

の
方
が
放
水
操
作
を
体
験
し
ま
し
た
。 

           

番
を
し
た
あ
と
、
消
防
隊
が
到
着

す
る
ま
で
に
初
期
消
火
放
水
が
で
き
れ

ば
、
火
災
の
拡
大
を
最
小
限
に
留
め
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
仲
手
原
自
治
会
に

は
、
全
体
で  

台
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

式
初
期
消
火
器
具
が
配
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
民
だ
れ
で
も
消
火
器
の
操
作
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（こ
の
記
事
は
前
回
号
掲
載
予
定
で
し
た
が
、 

紙
面
の
都
合
で
本
号
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
）  
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が
あ
り
、
グ
ア
ム
島
で
戦
死
し
た
方
々

を
慰
霊
す
る
集
ま
り
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。 

翌
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
慰
霊
祭
に

は
、
靖
国
神
社
の
神
主
が
出
張
し
て
下

さ
り
、
日
本
軍
が
最
後
の
司
令
部
を
置

い
た
場
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
の

国
会
議
員
、
地
方
議
員
も
数
名
参
加
し

ま
し
た
。 

こ
の
慰
霊
祭
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

の
中
か
ら
、
島
内
の
ど
こ
か
に
神
社
を

建
て
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
話

が
出
て
、
現
地
で
旅
行
会
社
を
経
営
し

て
い
る
日
本
の
方
が
敷
地
探
し
を
始
め

ま
し
た
。 

島
の
日
系
有
力
者
に
神
社
敷
地
に
つ

い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
グ

ア
ム
政
府
知
事
公
舎
の
庭
を
利
用
し
て

も
良
い
と
い
う
許
可
を
得
ま
し
た
。
知

事
公
舎
の
庭
で
す
か
ら
、
グ
ア
ム
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
日
本
兵
だ
け
で
な
く
、 

  

現
地
の
方
、
ア
メ
リ
カ
兵
、
す
べ
て
の

方
々
の
慰
霊
の
場
所
と
い
う
こ
と
に
し
、 

「
グ
ア
ム
鎮
魂
社
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

慰
霊
の
集
ま
り
の
名
前
を
「
戦
争
を

風
化
さ
せ
な
い
会
」
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
阪
岸
和
田
に
あ
る
お
寺

の
住
職
が
観
音
像
を
寄
付
し
て
下
さ
り
、

知
事
の
許
可
を
得
て
鎮
魂
社
に
隣
接
し

て
建
立
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
に
は
第 

  

回
目
の
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。 

グ
ア
ム
島
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
「
グ 

ア
ム
鎮
魂
社
」
と
検
索
し 

て
下
さ
い
。 

(

文
・
写
真 

押
尾
泰
典
） 

 

２
月
グ
ア
ム
島
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
米

軍
は
６
月
に
サ
イ
パ
ン
島
を
陥
落
さ
せ

た
の
ち
、
７
月
に
グ
ア
ム
島
の
奪
還
に

着
手
し
ま
し
た
。
島
の
周
り
に
軍
艦
を

並
べ
て
一
斉
に
艦
砲
射
撃
を
し
、
つ
い

に
７
月  

日
の
総
攻
撃
で
勝
利
宣
言
を

し
て
い
ま
す
。
９
月
、
大
本
営
も
グ
ア

ム
島
玉
砕
を
認
め
ま
し
た
。 

し
か
し
、
グ
ア
ム
島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
父
は
生
き
て
い
ま
し
た
。
当
初
は 

名
程
度
の
小
隊
で
移
動
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
米
軍
の
攻
撃
に
や
ら
れ
て
８

名
程
度
に
な
り
な
が
ら
も
戦
い
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
約
１
年
後
、
米
軍
の
飛

行
機
か
ら
終
戦
を
告
げ
る
放
送
が
繰
り

返
さ
れ
、
戦
闘
機
が
空
を
飛
ば
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
父
と
残
っ
た
隊
員
が

協
議
し
て
、
米
軍
に
出
頭
す
る
こ
と
に

決
め
た
そ
う
で
す
。
父
は
米
軍
の
施
設

に
約
１
年
間
収
容
さ
れ
た
後
、
昭
和 

年  

月
に
帰
還
し
ま
し
た
。 

グ
ア
ム
島
に
上
陸
し
た
日
本
兵
は
約

２
万
人
、
帰
還
で
き
た
日
本
兵
は
２
千 

人
弱
で
し
た
。 

昭
和  

年
に
は
２
名
の
日
本
兵
が
発

見
さ
れ
、
昭
和  

年
に
は
有
名
な
横
井

庄
一
さ
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成  

年
に
父
が
亡
く
な
っ
て
し
ば

ら
く
し
て
、
父
と
同
じ
隊
に
い
て
戦
死

さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
か
ら
筆
者
に
電
話 

               

昭
和  

年  

月
８
日
、
日
本
軍
は
マ

レ
ー
作
戦
に
続
い
て
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾

を
攻
撃
し
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
同
時
に
米

国
の
信
託
統
治
領
で
あ
っ
た
グ
ア
ム
島

を
攻
撃
し
て
占
領
し
ま
し
た
。 

太
平
洋
戦
争
の
終
盤
、
昭
和  

年
に

な
る
と
、
米
軍
は
日
本
の
南
方
戦
略
の

拠
点
と
な
っ
て
い
た
マ
リ
ア
ナ
諸
島
へ

の
攻
撃
を
は
じ
め
ま
し
た
。
対
抗
す
る

日
本
軍
は
中
国
・
満
州
に
配
備
し
て
い

た
兵
を
グ
ア
ム
島
を
含
む
マ
リ
ア
ナ
諸

島
へ
移
動
し
て
防
衛
に
あ
た
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

筆
者
の
父
は
満
州
で
ソ
連
邦
国
境
の

警
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和  

年  
令和６年７月 第 12 回慰霊祭(グアム鎮魂社) 
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９
月  

日
㈮
仲
手
原
こ
と
ぶ
き
会
で

は
敬
老
の
お
祝
会
を
自
治
会
館
で
行
い

約  

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
井
上
会
長

の
会
の
報
告
に
続
き
、
三
原
米
子
さ
ん

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
と
中
村
泰
雄
さ
ん

の
陳
式
太
極
拳
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な

拍
手
で
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
宴
会
に
な
り
各
自
お
赤
飯
を
頂
き

楽
し
い
会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

      

９
月  

日
敬
老
の
日
、 

今
年
も
仲
手
原
自
治
会
か
ら
、 

長
寿
の
御
祝
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

  

歳(

㐂
寿)  

名
、  

歳(

米
寿)  

名
、 

歳(

白
寿)

２
名  

計
57
名
の
方
々
に 

御
祝
金
、
ま
た  

70
、
75
、
80
、
85
、

90
、
95
歳  

計
117
名
の
方
々
に 

御
祝

品
が
民
生
・
児
童
委
員
の
方
々
に
よ
り

届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

  

月 

「
な
か
て
は
ら
」
第
71
号
発
行 

健
康
づ
く
り
体
操 (

７
・
24
日) 

健
民
祭 (

13
日) 

仲
手
原
防
災
訓
練 (

18
日) 

月  

秋
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り (

８
日) 

港
北
区
ペ
タ
ン
ク
大
会 (

９
日)  

健
康
づ
く
り
体
操 (

11
・
21
日) 

仲
手
原
寄
席 (

30
日) 

年
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
願
い 

月 

「
日
の
出
を
見
る
会
」(

20
日) 

自
治
会
館
年
末
大
掃
除 (

20
日) 

１
月  

港
北
駅
伝
大
会 (

18
日) 

健
康
づ
く
り
体
操 (

20
日) 

２
月  

健
康
づ
く
り
体
操 (

６
日) 

  

月  

紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会 (

２
日) 

２
月  

節
分
豆
ま
き
大
会 (

１
日) 

      

《 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

》 

植
木
幹
造 

・ 

押
尾
泰
典 

・ 

加
藤
篤
志 

・ 

山
口
美
和 

   

編
集
責
任
者 : 

中
村
泰
雄 

     

８
月  
～  

日
、
篠
原
八
幡
神
社
境

内
舞
殿
に
お
い
て  

時
よ
り
演
芸
大
会

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。  

日
夕
方
の
境

内
は
、
保
護
者
に
連
れ
ら
れ
た
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
本
殿
に
お
参
り

し
て
い
ま
し
た
。
夜
店
も
多
く
出
店
し

参
道
は
歩
く
の
も
大
変
で
し
た
。 

  

舞
殿
で
は
「
阿 

波
踊
り
」、
「
神
道 

夢
想
流
杖
道
」
、 

「
い
ろ
い
ろ
な
ダ 

ン
ス
」
に
続
い
て
、 

仲
手
原
か
ら
全
日 

本
空
手
道
連
盟
和 

道
会
横
浜
支
部(

川 

口
会)

・
井
上
道
場 

の
門
下
生
に
よ
る 

空
手
「形
の
演
武
」 

が
奉
納
さ
れ
ま
し 

た
。
演
武
は
一
対 

一
の
試
合
形
式
で 

は
な
く
、
多
人
数 

の
演
技
者
が
空
手
の
多
く
の
形
を
披
露

す
る
と
い
う
も
の
で
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
（
井
上
道
場
の
稽
古
日 

月
、
木
、
土
曜
日   

：  

～  

：  

） 
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「
自
分
に
見
え
な
い
物
を
見
た
い
」 

「
自
分
に
聞
こ
え
な
い
物
を
聞
き
た
い
」

子
ど
も
の
頃
見
え
て
い
た
物
が
大
人
に

な
る
と
見
え
な
く
な
る
と
い
う
事
は
よ

く
あ
る
こ
と
で
す
。
音
も
然
り
。 

  

弊
花
壇
で
は
そ
ん
な
難
問
を
単
純
化

す
る
た
め
の
工
夫
を
散
り
ば
め
た
空
間

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

は
明
る
い
未
来
を
歩
む
た
め
の
想
像
力

を
生
み
出
す
学
び
の
場
と
し
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
元
子
ど
も
の
方
に
は

植
物
達
の
織
り
成
す
合
唱
曲
を
堪
能
し

に
来
て
く
だ
さ
い
。
今
な
ら
な
ん
と
全

席
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
特
に
セ

レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
求
め
ら
れ
る
方
は

継
続
的
に
訪
ね
て
み
て
欲
し
い
で
す
ね
。

未
来
は
時
々
過
去
に
似
て
い
る
。
花
壇

内
に
は
自
由
世
界
へ
繋
が
る
螺
旋
階
段

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。 

「
審
美
眼
」 

「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」 

今
秋
冬
は
こ
の
テ
ー
マ
で
展
開
し
て
い

き
ま
す
。           

(
宇
佐
美
潤
介) 

 

12 10 11 11 

  

夏祭り や 花壇作り の話題は Instagram でもご覧になれます 

 
指導員:佐久間和道 三段(左)の説明による 空手「形の演武」 

 
宇佐美潤介氏(前) 
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陳式太極拳：中村さん(左) 

ハーモニカ：三原さん(右) 

99 
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じ
ゅ 

  

 

 


